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問題と目的

　発達障害（注1）当事者は，ライフステージによっ

て課題は異なるものの，生活上に多くの困りごと

を抱えている。昭和大学が行った192 名の当事者

に実施した調査では「難しいと感じていること」

として，適切な人間関係を築くこと，経済的に自

立すること，ストレス対処，要求を伝える，友人

を作るなど多岐にわたる日常生活上の困りごとが

挙げられている（岩波・五十嵐・水野，2020）。

また東恩納・塚本・牛島・徳永・岩永（2015）に

よる調査によれば，発達障害当事者は，心身機能，

生活管理能力，作業遂行能力，社会コミュニケー

ション，社会参加能力，情動面，環境因子の7 カ

テゴリーにおいて困りごとを抱えているとされ，
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具体的には，記憶力の問題，認知の問題，注意・

集中の問題，衝動性の問題，生活の管理の問題，

作業の遂行などが挙げられた。

　これらは，認知機能と呼ばれる能力と密接に関

係している。認知機能とは，五感によって取り入

れられた情報を脳内で整理し，それを基に計画

をたてて実行する際に必要とされる一連の能力

であり，記憶，知覚，言語理解，判断，推理な

ど，生活機能を支える重要な基盤とされる（宮下， 

2019）。

　さらに，全般的な知的発達が平均的であっても，

認知機能のアンバランスさにより困り感が生まれ

る場合もあるだろう。例えば発達障害当事者は，

実行機能に問題がみられることが多い。

　これらに起因する発達障害当事者の抱える困り

ごとは，個人差が大きく，周囲に理解されにくい

場合がある。そのため，周囲に困りごとは伝わり

にくく，その失敗した結果（目に見える部分）の

みが着目されやすく，それが，誤解や無理解につ

ながることがある。例えば注意制御の問題により

注視が長く続かない子どもに対して，周囲が良か

れと思って「しっかり見なさい」と叱咤激励して

長時間問題を解かせ，負担になるといったことが

起こり得る。またふざけている，怠けているといっ

た印象にも繋がりやすいだろう。他にも，ベスト

セラーになった「ケーキの切れない非行少年たち」

（宮下，既出）では，非行少年の不適応の背景に

認知機能の弱さが取り上げられており，認知機能

の発達の偏りそのものは目に見えにくく，二次的

に行動の逸脱や社会性の不足などといった形で周

囲の目に見えやすいことが明らかにされた。この

ように生活上の困りごとに繋がる背景要因でもあ

る認知機能の特徴を周囲が理解していくことは，

二次障害予防にも繋がる重要な点である。

　二次障害は，周囲の無理解から来る過度な期待

や叱責が積み重なった結果，適応不全を起こし

て情緒障害に繋がった状態のことである（斎藤，

2009）。日常生活の困りごとが，周囲から理解さ

れにくいことは，自己肯定感の低下や登園渋り，

親子関係のこじれを引き起こす。そのような二次

障害を予防する上でも，本人の苦手さや困るポイ

ントを見極め，本人の捉える世界を共感的に受け

止めること，そして出来ないところではなく，得

意なところや本人の好む世界などに注目していく

ことが重要である。そのため，当事者の持つ日常

生活の困りごとに目を向けて支援をする際には，

みえにくい認知機能の特徴を，臨床心理アセスメ

ントを行い捉えることが重要となる。

　従って，本稿ではまず，発達障害当事者の認知

機能のアセスメントに焦点を当てて，神経心理学

的な知見と日常生活上の困りごとをつなげる視点

について考察する。また近年は，知能検査・神経

心理学的検査だけでなく，生理指標や行動指標を

アセスメントに活用する動きもある。よって本稿

では特に，生活上の困りと密接に関わるとされる

眼球運動に関する知見についても検討する。

アセスメントにより困りごとの背景を捉える支援

知能検査と神経心理学的検査と認知機能の理解

　認知機能のアセスメントでは，標準化された知

能検査・神経心理検査を行うことが一般的である。

その結果をもとに，発達的な遅れの有無や，能力

間のアンバランスを明らかにし，それが現在の問

題，例えば，対人コミュニケーション，学習上の

困難感や当事者の生活上の困りごとなどにどのよ

うに影響を与えているのか，改善できる工夫，周

囲が気を付けることは何かといった点について多

角的に検討されていく。

　実際には，このようなアセスメントは，未就園

の段階から成人までその人に合った支援の方向性

を考える目的で広く実施されている。特に子ど

もの領域では療育の制度が整ってきたこともあ

り，知的障害の有無をみるだけではなく，認知的

な偏りや，得意なことと苦手なことなど，認知面

の細かい質的な部分を，検査を通じて知ることが

支援に役立つとし，多くの親子が心理検査を受検

している。近年は発達障害という概念が社会一般

に広がり，成人してから発達障害を疑い受診する

例も多いが，そのような場合でも，例えば成人の

ADHD 症状の重症度を測定する CAARS や自閉症

スペクトラムのスクリーニングに用いる AQ-J と
いったスクリーニング検査に加えて，認知機能の

アセスメントは重要視されている現状がある。

　幼児期から学童期に認知機能のアセスメントに
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使用される検査は，新版 K 式発達検査2001，田

中ビネー知能検査Ⅴ，WISC‐Ⅳ，KABC-Ⅱ 等があ

る。受検する場所は，療育施設，病院，児童精神

科クリニック，教育相談施設など，多岐にわたる

が，基本的には受検後に，結果のフィードバック

を受ける。心理検査の結果は，所見や報告書とし

て，主に心理職によりまとめられ，それをもとに，

親は子の認知面のアセスメントについて説明を受

ける。これらの検査では，全般的な知的発達につ

いてみることができ，なおかつ下位検査では，得

意不得意な面や認知機能の偏りをみることができ

る。

　また，検査を行う際には，全般的な知的機能の

程度を表す知能指数（IQ）や発達指数（DQ）に

加えて，検査態度や，検査結果の質的な検討もさ

れている。例えば下位検査ごとに検査が切り替わ

るときの態度や，新しい課題に切り替わった時の

新奇なものに対する反応，課題の達成に関する計

画性や方略の立て方，教示に対してどのような反

応を示すか，提示されたモデルを注視できるか，

注意がどのくらい転導するのかなど，細かい観察

と精査を行う。そうしながら実行機能，注意機能，

記憶，などの神経心理学的な理解（注２）を活用し，

行動観察等の質的な検討と実際の困りごと（主

訴）をどう理解していくかという観点が重要とな

る。発達障害は，前頭葉機能の障害であることが

明らかにされつつあるが，いまだ明確な生物学的

なマーカーが無いため，診断や治療には，行動観

察や心理検査が主体となっている（相原，2010）。

しかし，現況でよく使用されている知能検査は，

実行機能をみることを主な目的として作られてい

ないため，数値上の結果には反映されにくく，各

知能検査でばらつきがある。特に，知的機能の柔

軟性については該当する下位検査は無いが，知能

検査実施時に実行機能の各要素の知識をよく持っ

た上で行動観察を的確に行うことで，実行機能に

ついても観察することは可能とされる（仁科・橋

本，2015）。実行機能とは，「ある目標を達成する

ように計画を立て，反応や行動を調節しながら目

標状態へ達するための必要な機能で，様々な高次

脳機能を包括的にとらえる概念」（日本 LD 学会，

2004）である。こうした実行機能は，単一の能力

というよりは，複数の下位機能から構成された制

御過程の総称とされる。そして下位機能として，

プランニング，ワーキングメモリ，選択的注意（注

意抑制），認知機能の柔軟性（シフティング），行

動制御などの要素にわけて研究されている（橋本，

2020）。

　本稿著書の一人中鉢は，保育現場にて生活実態

を詳細に観察し，保育者と保護者に生活上の困り

ごとを聴取した上で発達検査を実施し，それを元

に療育を行い，その結果を，クラスでの保育と保

護者の家庭療育に活かすという試みをこの数年

行ってきた。発達検査で捉えた認知機能のアセス

メントを生活実態と突き合せて分析する際には，

実行機能に関する詳細な観察は日常生活の困りご

とにつながりやすく，日常の保育に活かしている。

また，保護者の子ども理解に繋がり，親子関係の

改善に役立てられている。

　

視線可視化のアセスメントでの利用

ー診断と支援への活用への期待―

　視線の動かし方は，通常は無意識的に行われる

ため，日常生活で意識することは少ない。一方，

特に保育園などの日常場面での子どもの行動を観

察する際に，視線の動かし方の特徴と，生活上の

困り感が関連していると推測される場合がある。

それは，行動観察のレベルでは，注視ができない，

物を見つけにくい，周りが見えにくくピンポイン

トしか注意を働かせられない，などの行動的特徴

として発見される。また，自由時間に遊ぶものを

見つけられない，自分のロッカーからコップや帽

子を素早く見つけられない，板書や本を読みづら

いなどの場合もある。発達検査をすると，カード

が回転すると内容を追えない，検査者の指の動き

を追えない，などの行動観察から捉えることが出

来る。ここではまず，見ることや視線の動きにつ

いて説明を行い，視線の可視化をアセスメントで

利用することの有効性について考察する。

　視覚は認知機能を支える重要な要素の一つであ

る。視覚は外界の多くの情報を入力する感覚器官

であり，「物を見る」ことを理解するためには，

視力だけではなく視覚認知機能を理解する必要が

ある。視機能には，川端（2020）を参考にまとめ
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ると，外界の情報を取り入れる入力系である視機

能（視力，屈折，調節機能，眼球運動，両眼視

機能など），入力された情報を処理する視覚情報

処理系である視知覚認知機能（形態，空間位置関

係，動きなどを認識する機能），視覚情報を運動

機能へ伝える出力である視覚運動機能がある。ま

た，いわゆる視力が弱い場合だけではなく，視力

には問題がなくても，「見る力」が弱い場合がある。

特に，発達障害児は，眼球の構造や光感受細胞の

機能上は問題が無いのに，それ以降の視覚機能に

問題があってロービジョン状態になっていること

も多く，視機能の状態を把握することが重要とさ

れる（Kurt，2010；川端，2020など）。

　視線の動きは視機能のうちの眼球運動に連動

し，これは各眼3対，計6対の外眼筋が相反性に収

縮，弛緩することにより眼球が回転することに

よって生じる。眼球運動には重量，慣性の関与も

少なく，そのため脳の神経系の支配が直接的に反

映されやすい（福島，2012）。後述する ADHD や

ASD，LD 児で特徴的な眼球運動がみられるとい

う知見は，彼らの神経系の特徴を反映したものと

して捉えることもできるだろう。

　眼球運動には，衝動性眼球運動（飛越眼球運動・

サッケード），滑動性追跡眼球運動，前庭性眼球

運動，視運動性眼球運動，輻輳性眼球運動などが

ある。眼球運動を測定する際には外眼筋の電位計

測が行われるが，衝動性眼球運動，滑動性追跡眼

球運動に注目する場合には，より自然な状態で計

測が可能な，眼球運動に連動した視線の解析から

推定されることも多い。視線の測定には，アイト

ラッカーが用いられる。アイトラッカーで収集し

たデータからは，視線の総移動距離，停留点総数，

注視点の停留時間などを求めることが一般的であ

る。視線解析は従来，認知心理学や社会心理学の

領域で多く利用されてきた技術で，これまでのと

ころ，心理臨床場面で実際に用いられることはほ

とんど無かった。しかしながら近年の技術の革新

により，自然な装着感のアイトラッカーや，簡易

に視線の可視化ができる解析ソフトウェアが開発

されたことにより，最近では臨床的な応用が期待

されており，特に医学分野では，認知症，発達障

害の診断や支援への応用，さらには，精神疾患の

認知機能障害への理解と診断への応用が期待され

ている（例えば，松浦，2003；西浦・森・石井・

五十君・前田，2009）。

　発達障害についても，眼球運動の特異性を指

摘する研究は多く，近年ではアイトラッカーを

用いた研究も行われている。以下では，ADHD，

ASD，LD についての眼球運動並びにアイトラッ

カーを用いた視線解析に関する研究を紹介する。

　まず，ADHD 者には，サッケードの異常性が

多くの研究で指摘されている。相原（2012）は，

衝動性眼球運動について調べる中で，ADHD 児

群では見てはいけない標的刺激へのミスサッケー

ドの出現率が定型発達児に比して高頻度に認めら

れたことを報告している。また，発達障害児（者）

に対して認知神経科学的評価が行われることによ

り，発達障害の病態生理の解明，客観的診断や治

療効果の判定など臨床的応用に繋がることが期待

されると述べられている。他にも，森田ら（2017）

は ADHD18名，統合失調症21名，定型発達24名

を対象に，4種類の眼球運動課題を行い，ADHD
の注意制御機能等の認知機能について検討した結

果，ADHD は前頭葉機能障害を背景とした反射

性の運動を抑制する機能障害および持続的注意の

障害を有することを確認した。

　ASD 者と眼球運動に関する研究には，次のよ

うなものがある。福島（2012）はアイトラッカー

を用いて、成人 ASD 者と統合失調症者の衝動性

眼球運動にどのような違いがあるかを調べた。そ

して，ASD 者の特徴として衝動性眼球運動の随

意的制御が弱いことが示唆された。そして，健常

者との差異が問題とされると同時に，臨床症状の

みならず，眼球運動を調べることで，鑑別の一助

になることを指摘している。

　LD と視線の動き，訓練の効果の測定，ビジョ

ン・トレーニング，読み書き障害と視線解析につ

いても検討されている。金子・宇野・春原・加我・

佐々木（2002）は，発達性読み書き障害を呈する

学習障害児2名の音読過程における眼球運動パタ

ンを健常群と比較した。眼球運動パタンについて

2症例ともに健常群と比べ，有意味・無意味の両

条件で，見てから音読するまでの時間に有意な延

長を認めた。このことから発達性読み書き障害の
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検出には多面的な検討が必要であること，眼球運

動による音読過程の分析は，少なくとも視覚情報

処理過程の障害に起因する読み書き障害を検出す

る上で有効であると指摘している。また北條・田

角・阿部・花岡・小林・板橋（2016）は，特異的

読字障害の児童が読字をする際の視線の動きをア

イトラッカーにより分析し，ADHD 群，対照群

と比較した。その結果，読み飛ばし・読み誤り共

に，読字障害，ADHD，対照群の順に回数が多く，

読字障害群の注視点数が対照群よりも多いことが

わかった。このことから読字障害児童の視点の動

きをアイトラッカーで可視化することは，読字障

害の児童がどのように読字に困難を伴っているか

を理解するために有用であると述べている。

　このように，発達障害に関連して様々な眼球運

動や視線の動きの特異性があることが指摘されて

おり，診断にも有用だと考えられる。しかし，こ

れらは知能検査では直接では捉えにくいものであ

るため，観察を行い，必要であれば，視機能の専

門家にみてもらうことが重要である。また教育現

場や心理士が行える眼球運動をアセスメントする

ためのツールが開発されており，WAVES（竹田・

奥村，2014）などが使用されている。

　そして，眼球運動の違いは視線の動きに反映さ

れ，さらには視界に移る世界の違いを生み出す。

これにより，当人が得られる情報も変わる。ミス

サッケードが多かったり，視線の動きが小さい範

囲に限定される場合には，日常における課題遂行

の困難さ，言い換えれば，生活上の困り事につな

がりやすいと考えられる。日常生活への応用につ

いての検討としては門田・中島・後藤・池田・仙

石（2017）がある。彼らは，日常生活場面におけ

る描画課題遂行中の視線の特徴について検討し

た。書字や描画の遂行結果に与える直接的な要因

の一つに，眼球運動の未熟さによる手と眼の協応

の問題があることから，健常成人を対象にデータ

を収集し描画課題中の視線の動きについて調べて

いる。予備的な研究であるが，日常生活場面によ

り近い形での視線の特徴について知見を得ること

で支援に繋げやすくなるため，今後の研究の展開

が期待される。

　このように，眼球運動や視線をアセスメントす

ることは，診断や支援の方向性を検討する上で有

益な情報を与えてくれる。眼球運動や視線の動き

の特異性は，鑑別診断や障害特性についての理解

に繋がる知見であり，外見的にはなかなか判断

されにくい疾患に対して周囲の理解を促す意味

においても，重要性が指摘されている（Matsuo, 
Watanabe, Taniike, Mohri, Kobayashi, Tachibana, 
Kobayashi, & Kitamura，2015）。

フィードバックについて

　臨床心理アセスメントにおいては，検査結果を

本人にフィードバックするだけではなく，その内

容を保護者や周囲の支援者などにわかりやすくに

伝えていくことも求められる。当事者の周囲にア

セスメントの所見を伝えることは，当事者の環境

がより発達促進的，治療的な環境になるよう，環

境調整をする意味を持ち，二次障害予防につなが

る臨床の大事な仕事である。例えば木谷（2013）は，

心理アセスメントは当事者が「自分らしく生きる」

道筋を発見できるようにすることを支援すること

であるとし，「高機能 ASD 児が他者を求める気持

ち（同時に，なかなかうまく表現できない実態）」

を第三者（学校の教師や周囲の人たち）にわかり

やすく通訳することが検査者の重要な役割」であ

ると述べている。

　フィードバックを通して，親が子の得意不得意

についてよく知り，その子を理解することに活か

されることが大事である。こうした理解の前提と

して，親が子の生きづらさについて共感的に実感

を持って理解する必要がある。そのように親が子

の持つ生きづらさについて学ぶことで，子がどの

ように困っているかがよりわかるようになる。そ

して，目にみえにくいから故に，周囲が「本人は

困っているかもしれない」と想像を働かせること

になる。そして，その「気づき」が支援につなが

る場合がある。

　また，親が子の生きづらさを理解した時に，そ

れは同時に親の育てにくさを理解することに繋が

り，それこそが心理的支援となる場合が多い。例

えば，日常生活でのしつけの難しさへの支援にも

有益である。つまり，役立つフィードバックは親

が子どもにとって身近な支援者として活きるよう
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にすることを促進し，親子をエンパワメントする

ことに繋がるのである。

　しかしながら発達障害児の親面接において，療

育機関で心理検査の結果の説明を受け，得意不得

意なことがあるということを伝えられても，「で

も，実のところよくわからない」「だから，この

子にどうすればいいのかがよくわからない」とい

う声を現場で耳にすることがある。例えば，親が

何とか子どもの視点に立ち，日常生活の困りごと

について理解しようと試みるも，説明された認知

機能は目にみえにくいため，実感を得にくいと

いうことがしばしばある。WISC-Ⅳ では，プロ

フィールという形で能力間の凸凹が視覚的に提示

されるが，「言語理解」「知覚推理」「ワーキング

メモリ」「処理速度」という用語は，日常の困り

ごとと繋げて理解しにくい面もある。そうした現

況にあるにもかかわらず，フィードバックについ

ての研究や事例研究は現在少なく，どのような

フィードバックが当事者や保護者，周囲の人々の

理解を促進するのかという点は，非常に曖昧であ

る（吉田，2018）。そのため，ここでは役に立つ

フィードバックに必要な視点についてまとめ，ア

セスメント（検査や行動観察）によって，親と子

や周囲が共通に認識を持つことについて考察して

いきたい。

　まず小栗（2010）は，二次障害予防として，学

習支援，生活支援，自己制御を挙げており，支援

を行う際のアセスメントが大事であると指摘して

いる。そのアセスメントは，生活上の理解につな

がるよう，「問題」を幅広く捉えていく必要があ

る。臨床は生活での困りごとから出発しているの

である。こうして，よく日常生活を捉えたアセス

メントとフィードバックにより，本人が何に躓い

ているかを知ることで不便を解消できるかもしれ

ない。また，不便は解消できないとしても，その

ような困りごとがあるのだということを知るだけ

で，環境上の工夫につながったり，周囲が困りご

とについての苦労を共感的に理解するきっかけと

なることが，当事者にとって助けになることもあ

る。共感的に実感を持って理解するためには，面

接室での検査だけではなく，生活上の困りごとに

想像を働かせることが何よりも大切である。

　しかしながら，当事者の親にとっては日常生活

場面での困りごとに対する当事者の困難感は，そ

のままでは，なかなか捉えにくい。例えばその子

が，コップを見つけられない，という日常行動レ

ベルでの課題が明らかだとしても，認知機能上の

困難さや不注意の問題，そして，視線のコントロー

ルの難しさなどから生じているということが理解

されないと，結果として誤った指導をしてしまい，

課題が解決されない。発達特性や認知機能の偏り

という特徴自体が困り感を生む側面と，人との関

わりの上でその偏りを周囲から理解してもらえな

い時に，真の困り感となる場合がある。本稿著書

の一人中鉢が関わったある二次障害に苦しむ当事

者は，読字障害を持つが『文字の読みづらさがあ

ることで確かに困るが，何より困るのは，それを

人から叱責されたりばかにされること，理解して

もらえない事』と述べていた。斎藤（2009）は，

二次障害は，「生じてはならないもの」ではなく，

症状が生じた時には原因ではなく対応を考えるこ

とが大切であり，二次障害は発達障害の一般的な

側面の一つであるとしている。そのため，環境と

子どもの相互作用の調整，修正が大切であるとし

ている。

　このような場合，認知機能の働きの特徴として，

うまく焦点物に焦点化できない，物が多いとそち

らを見てしまい，見つけたいものに眼が向きにく

いなど，視線のコントロールについても伝えるこ

とで，「ふざけている」，「やる気が無い」などの

周囲の認知を修正することができる。具体的には

周囲は，「ふざけている」または「理解力が乏しい」

という認識から，「見つけやすいように工夫をし

よう」「人よりも物がごちゃごちゃしていると見

えにくいのか」などと，本人の見え方に思いを馳

せることが出来る。また，本人も，「なんで自分

は出来ないのだろう」「さっきまではあったのに」

という自己肯定感の喪失や失敗感，自分の努力不

足といった自己理解から，「自分には注意力の問

題があるから工夫していこう」「これは不注意さ

からくる問題」などといった自己理解へと修正さ

れる。もちろん，すぐに自己認知が修正されるわ

けではない。しかし，特に子どもの場合は，周囲

がその日常の困りごとを努力不足やふざけと認知



発達障害の臨床心理アセスメントとフィードバック

15

しないで関わることが，子どもが成長と共に自分

を理解していく際に，「出来ないから駄目だ」で

はなく，「出来ない，でも，工夫すればいいんだ」

「出来ない，でも，他のことは出来る」などといっ

たレジリエンスを育むことに繋がるのである。以

上のフィードバックの一連の流れを後述の図に示

す。

　このようにフィードバックの場は，周囲にその

ままでは理解されづらい困りごとを，共通認識と

して語ることの出来るものにすること，見えるも

のにしていくチャンスの時でもある。そして語る

こと，見えることにより，工夫することが可能と

なる。そのために視線の動きという，生活に根差

した行動指標を用いることは，特に有用な手立て

の一つと考えられる。

まとめ

　臨床現場での認知機能のアセスメントは，日常

生活での困りごとから出発する。どの機能がどの

ように日常生活行動に繋がっているかは，それぞ

れの生活背景も異なるため多様である。しかし，

そうした中で個別性を大事に，当事者の身になっ

て耳を傾けることが望まれる。発達障害のアセス

メントをする際には，日常生活の基盤となる認知

機能についてよく理解することが，当事者理解に

つながり，支援を支える土台となる。その際に，

行動的指標．生理的指標，神経心理学等の知見を

役立て行くことが役に立つ。

　また，視線解析技術は認知心理学や医学分野に

おいて，また，特に，LD における教育分野に多

くの研究があるが，心理臨床においての応用はま

だ始まったばかりといえる。エビデンス・ベイス

トが求められる時代に，こうした客観性のある指

標を用いることは，今後さらに重要になると思わ

れる。今後，心理職も積極的に取り入れることが

求められるだろう。心理師が日常的に実施する心

理検査の結果をより深く理解するためにも，認知

機能，特に，実行機能の知見と視線解析技術によ

る知見を加えて検討していくこと，また，フィー

ドバックの研究を積み重ねることにより，当事者

にとって役に立つ心理臨床アセスメントとしてい

く必要がある。しかし，認知機能と眼球運動や視

線の動きの関連が，特に，日常生活の行動やその

困りにどのような影響があるのかについての先行

研究は不足している。まずは基礎的な研究を積み

重ねること，標準化された心理検査を利用した，

【出来事】
ロッカーの中に
あるコップをす
ぐにみつけられ

ない

【周囲の認知】
・ふざけている、やる気がない・
しっかりみてない・努力が足りな

い・理解力に乏しい？
【本人】

さっきはあったのに
なんでないんだろう？

【結果】
（本人）
自信を失う

自己肯定感の低下
やる気をなくす
（周囲の認知）

もっと注意力をつけなくては
ふざけているから注意できない

【周囲・本人の認知】
・うまく対象物に焦点化で

きないんだな
・見たくても見てはいけな
いものに気がそれてしまう

んだな

【結果】
見つけやすいように工夫する
時間をかければできる

「注意力の問題があっても、工
夫すればいいんだ」

困っている
生きづらさ

【背景】
注意力の問題

【周囲・本人の認知】
・不注意なんだな

【背景】
眼球運動の問題

眼球運動の特徴を
知ることにより注
意力の問題をさら
に深く理解できる

アセスメントの視点

通訳

通訳

通訳

通訳

通訳

表：フィードバックの例
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基礎的な研究を積み重ねて，臨床に応用する可能

性を模索していきたい。
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害と記載している。アセスメントを行う際には，

様々な水準の知的機能を持つ対象者や，疾患を持

つ対象者がいるが，認知機能のアセスメントを行

う場合は，診断名による分類ではなく，個々の認

知機能により注目するため，広く発達障害という

言葉を用いている。

２）神経心理学が扱う領域は，高次脳機能として

の言語や認知，行為の障害（失語，失行，失認），

読み書き障害，記憶障害，前頭葉機能の障害，認

知症がある（田川，2004）。神経心理学は患者に

おける脳障害の心理学的影響に関する学問であり

（Pinel, J，2005），応用分野である。中でも，前頭

葉機能の障害，注意，判断，記憶，学習，性格，

意欲，行動などの心理機能や精神機能に関連する

領域である（田川，2004）。


